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A日巴wmeasunng m巴thodof the property of radiative medium， radiative absorption or extinction coef 
ficient， isproposed in this paper. This experimental method is applied to the medium having the axisym 
metric characteristics， and does not ne巴dthe conditions of the medium being homog巴nousand isothermal 


























A 面積 m2 
v 体積 m3 
Eg :媒体の放射能 kcal/m2h 
Ew:壁面の放射能 kcal/m2h 
ER 放射計の放射能 kcal/m2h 
Tg:媒体j昆度 。K
qR .，放射受熱量(熱流束) kcal/m2h 









座標系を図 Iに示す。半径方向をに軸方向を zとする。また， 0を回転の中心として t方
向を定め， R，と rとのなす角を Oとする。鉛直方向 ZニZにおける水平方向の断面を図2に示
す。測定の対象とする放射性媒体は半径 roの容器内に存在し， rニOを対称軸とする温度およ
び濃度分布を有しているものとする。すなわち，放射吸収係数ないしは媒体の種類によっては
放射減衰係数 xは， d z， r) として示される二次元分布を有するものとする。また，系は定
常状態にあり，媒体は放射熱伝達に関し灰色体であり， Kirchhoffの法則， Beerの定理に従い，
また壁面は黒体であり， Lambertの余弦法則に従うものとする。
実験による測定量は，半径方向の温度分布Tg(z， r)すなわち Tg(z， i)(i =1，2，…，m)およ
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対し測定点 ri ( i二 1，2，…m)を定める
と，図 2に示す tニ i(i =1，2，…m) 
方向の立体角ムωRに含まれる体積 t:，.Vi
中の微小要素 j( j =1，2，… n)(ただし，











[!， 4lCi，jEgi，J e~，~， K i.i'..d lU' . TT I E即 cosθ~ e-;'~IICU ，jlU L1 Vi，j+ sW CU~ ~ i;j'C， " L1 Ai-~R L1ω(2) qRぺZ4rfij
図2に示す関係から微小要素JおよびJ+ 1で、のXをh すなわち，Ki=K(ri)ニκωニκ'"川と
おき，軸対称の関係を用ると，式(2)はつぎのように幻について書き表わされる。
11i，] ¥， n _ ( 3 Ai KieXp(一-Eikz)十Bi fCi exp( -2 L1 li']κ;) + C exp( -2 L1l;バi)十Diニ 0(3)
ただし，Ai=ZJ.Bi=Zμ 1. Ci=土zJ+Zz，DzJ記Zj-q品Z2π久，q~i=q併R前叶z汁+ER L1 ωU
jニJ+2 i=l 
ここで，zは次の{直をとる。
( (L1 1" ， ~1" ¥ 1 
j<jの時:Zj = Yj fCi，j expi一(ヲ~ω十号ld fz，J12JFjj 
j二二j，j十1の日担3=YJexp(f詩dい J}
!~ . ， j~. • L11 .i>j十1の時:Zj = Yj exp{ -(~ L1 li，j fCi，j + ~ L1 li，j' fCi，j'+ー す1.!lκω)}
}=1 )'=J+2 ム
また Iー 1
， Zjニ巴exp(-qdfhJhtzd fz，JkhJ)) 
j~ .， L11 
ただし 9 ト (EJVzJ)/(frzdfzf+ヲヰ
Yi=E即cosθ;L1 Ad(lR，i+ ~ L11u)2 
J←~.， L1l 
li，j = lR ， i 十~ L11i，j'十←7L
li= IR ， i 十~ L11i，j 




距離 Zを変化させ行なうと，二次元の分布 κ(z， r) が得られる。
つぎに式(3)から成る連立方程式の解き方を考える。この連立方程式に含まれる各方程式は fCi
に関し超越方程式となり，解きにくいが， .eニmの方向では，半径rmにおける fCm，すなわち
ん~1= ICj~2 のみが未知数となり，他の諸量は既知のため Newton-Raphson 法などにより解くこ
とができる。また， .e =m-1の方向では J=lおよびJ=nでの広がすでに.e=m方向の計
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通る t方向で表われ，その有効厚さはほぼ、しに等しいことを考え，また K およびEgの代表値
をそれぞれん Egとすると近似的に次式と表わされる。
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は式(3)の q~i を qZ? とするとともに Yi を零とおく。
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であれば、 rニ Oの方向，すなわち θニ Oで最大のqγ を示している。
以土の測定結果を用い，減衰係数κを算出した結果を図 7に示す。同図では，パーナからの
距離zをパラメータとして示している。図8には等高線の形でおのおの κとTgを示す。なお，
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